
別記様式第１号（第４条関係） 

令和●●年●●月●●日 

 

国立大学法人鹿屋体育大学長 殿 

申込者 

住 所 ●●県●●市●●町●●番地 

    ●●●●●株式会社 

氏 名 代表取締役 ● ● ● ●  印 

 

共同研究申込書 

 

 下記のとおり、共同研究の申し込みをします。 

 

1.研究題目 ●●●●●●●●に関する研究 

2.研究目的 

及び内容 
●●●●●に対する●●●●●などの●●●●●を行なう。 

3.期待される研

究成果 
●●●や●●●が行えることにより●●●●●が期待できる。 

4.研究実施場所 鹿屋体育大学及び●●●●●株式会社 

5.研究期間 令和●●年●●月●●日から令和●●年●●月●●日 

6.研究担当者 

区

分 
氏名※１ 所属・職名 本研究における役割 

鹿

屋

体

育

大

学 

※◯◯ ◯◯ 

○○ ◯◯ 

◯◯ ◯◯ 

◯◯◯◯系・教授 

◯◯◯◯系・准教授 

◯◯◯◯系・講師 

◯◯◯◯系・助教 

研究の総括 

研究の企画実施・分析 

研究の企画実施・分析 

研究全般の補助 

学

外

機

関

等 

●● ●● 

 ●● ●● 

●●●●●株式会社

研究員 

研究計画の立案及び素材の提

供など 

7．研究経費の 

負担※２ 

区分  

①直接経費 1,000,000 円 

②間接経費※３ 300,000 円 

計(①＋②) 
1,300,000 円 

(消費税額及び地方消費税額を含む) 

8．研究に使用 

する設備等 

区分 

施設の名称 

設  備 

設備名 規格 数量 

鹿屋体育大学 ◯◯◯設備 ○○○製 １台 

学外機関等 ●●●装置 ●●●製 １式 

9.事務連絡先 

氏名 所属 連絡先 

●● ●● ●●●●●株式会社●●研究所 ●●●●-●●-●●●● 

【記入例】 



※1 研究代表者には※印を、学外共同研究員には◎印を付すこと。 

※2 「5．研究期間」が、複数年契約の場合は、「7．研究経費の負担」を年度ごとに区分し、年

度ごとの経費の負担額を明示する。 

※3 間接経費として、直接経費(直接研究に必要な経費)の 30％に相当する額を計上する。間接

経費は、鹿屋体育大学の研究環境の改善、産学官連携の機能向上等を目的に充てることとす

る。 

 

 

 

情報公開の可否 

（独立行政法人等の保有する情報の公開に関する法律に基づき、共同研究申込書の記載内容に関

する開示請求があった場合の情報公開） 

 

 □すべての情報を開示して差し支えない 

 □一部の情報は開示して差し支えない 

  （開示できない事項及びその理由：                   ） 

  ■全ての情報を不開示とする 

  （開示できない理由：本研究の内容に共同研究契約書第 6 条による指定ノウハウを含む場

合もある。また、本研究の実施に伴い発明が生じると特許出願も想定されるため発明技術

が公開されると新規性が喪失するため。） 

 

  

 


